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本学のアドミッション・ポリシー
本学は、地域に根差して未来を志向した実学教育を目指しています。
次のような学生（高校生や社会人）を求めています。

未来：夢ある若者が人類の未来を担う

少子高齢化・国際化・情報化が進む現代において、人類の持続的な発展を実現するためには、地球
の環境維持を考え、子孫のことを考えた生き方の創造と実践が必要とされています。
未来に向けて夢や目的をもち、その実現に向けて努力する人、未来に向けて革新性を発揮しようと
する人を本学は求めています。
文系・理系の枠にとらわれず、学際領域にも興味をもって、情報収集や読書・学習に努めてください。

実学：専門技術を目指した学習や体験を

社会で生きていくためには教養を身につけるだけではなく、専門的な知識や技術を獲得することが
大切です。それによって私たちは社会に役立つ存在となり、同時に、充実した人生を送ることが可
能となります。
専門知識・技術を学び社会の発展に寄与しようとする人、また、専門分野間の連携・協同活動に意
欲をもっている人を本学は求めています。
実習・実験などの体験学習や職業体験などに積極的に参加し、広い意味での学習を進めてください。

地域：地域社会や国際社会まで活躍の場は
広い

個々人が地域社会に貢献するためには、広く人類の文化・歴史に興味をもつとともに、社会の一員
としての責任を自覚し、節度ある生活習慣を身につけることが大切です。
豊かな心とコミュニケーション能力をもっている人、創造性を活かして地域・国際社会の発展に貢
献しようとする人を本学は求めています。
サークル活動や地域のボランティア活動などに積極的に参加し、社会性と倫理観を養ってください。

学科・専攻のアドミッション・ポリシー
■ 現代社会学科
「 知識・技能 」
社会学、社会福祉学領域を学ぶ上で、国語と英語や地理・歴史または公民を中心とした基礎学力を有している人。

「 思考力・判断力・表現力 」
社会の出来事や人々の悩みなどについて広く考えることができる人。
課外活動でリーダーシップを発揮したことのある人。
豊かな人間性を育み、コミュニケーション能力を高めようとしている人。

「 主体的に、多様な人々と協働して学ぶ態度 」
人々の多様性を認め、受け入れることができる人。
社会における多面的な課題に対し、立場の異なる人 と々協働して主体的に地域に貢献しようとしている人。
課外活動等に一生懸命打ち込んだことがある人。

求める学習経験
コミュニケーションに関わる国語と英語を意欲的に学習していること。
社会システムの理解に必要な地理・歴史または公民の学習をしていること。
地域でのボランティアや社会活動に参加したことがあること。

■ 経営法学科
「 知識・技能 」
社会科学とその関連領域を学ぶ上で、公民系科目に関する基礎的な知識を有している人。

「 思考力・判断力・表現力 」
物事を柔軟に捉え、判断し行動できる人。
自分の考えを的確に表現し、他者に伝えることができる人。
社会科学の諸領域について深い関心を持ち、学ぶ意欲を有している人。

「 主体的に、多様な人々と協働して学ぶ態度 」
他者と円滑なコミュニケーションを図り、共に課題解決に意欲的に取り組もうとする人。
学校行事、クラブ活動、ボランティア活動等を通じて、他者と主体的に協働できる人。

求める学習経験
法律・政治、経営・経済の領域を学ぶために必要な「政治・経済」などの公民系科目を学習していること。
経営・経済に関心ある受験生は「数学」、国際に関心がある受験生は「英語」を学習していることが望ましい。
学校行事、クラブ活動、ボランティア活動等に積極的に取り組んでいることが望ましい。
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■ 知能情報システム学科
求める学生像
知能情報システム分野の基礎と応用を広く深く学び、自ら考え、地域社会、未来社会に貢献し、魅力ある人生を創造したい人。

「 知識・技能 」
高等学校までの教育課程で履修する、国語、英語、数学、情報（処理）等に関連した基礎的な知識・技能を修得していることが望ましい。

「 思考力・判断力・表現力 」
知能情報システム分野の知識、技能を活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて探求し、成果等を表現するために必要な思考力・判断力・表現力等
の能力を有する人。

「 主体的に、多様な人々と協働して学ぶ態度 」
情報化社会に主体的な問題意識を持ち、多様な人 と々協調・協働して人間力を高め、安全で便利な社会を創るために学習する意欲のある人。

求める学習経験
高等学校までの授業、総合学習、課外活動等を通して、コンピュータや情報技術への興味・関心を持つに至る学習経験を有する。

■ 建築環境学科
求める学生像
自らの感性やデザイン力を磨き、エコや安全性、快適性に配慮した建築・インテリア・環境・設備の技術を修得したい人。

「 知識・技能 」
国語、英語、数学などの基礎学力に加え、総合学習、課外活動、資格取得等の体験を通して、建築に活用できる基礎的技能を有している人。

「 思考力・判断力・表現力 」
物事を多面的かつ倫理的に考察し、柔軟な発想で住環境の創造に貢献する意欲を有し、事実や意見等の情報を読み解き、論理的に思考・判断できる人。
また、自分の考えを他者にわかりやすく魅力的に表現できる人。

「 主体的に、多様な人々と協働して学ぶ態度 」
人間社会に対して強い好奇心を持ち、幅広い視野で主体的に学び、社会的な要請に応えたいと思う人。また、住環境に問題意識を持ち、多様な人 と々
協調・協働して人間力を高め、健康的な建築を創る意欲がある人。

求める学習経験
建築の設計や建設をしている技術者の仕事について、見たり、聴いたり、調べたことがあり、建築のデザインや歴史に深い興味を持ったことがある。

■ 臨床工学科
求める学生像
医学と工学、ならびに先端医療に興味・関心があり、医療に携わる意欲、医療人としての人間性や探求心を持っている人。

「 知識・技能 」
臨床工学を学ぶのに必要な基礎学力、特に数学、理科とその活用力を身につけている人。

「 思考力・判断力・表現力 」
常に努力を怠らない強い意志を持ち、科学的根拠から物事を考え、先端医療に貢献したい人。

「 主体的に、多様な人々と協働して学ぶ態度 」
チーム医療の一員としての責任と自覚を持ち、何事にも自身から意欲的に取り組む人。

求める学習経験
部活動や課外活動などに積極的に取り組み、その活動を通して他者との連携等、円滑なコミュニケーションができる。
高校で数学I、数学II、数学B、物理基礎、化学基礎、生物基礎を履修していることが望ましい。
臨床工学技士の資格、仕事などを調べ、同時に医療の他職種についても調べたことがある。
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編入学試験
１．募集人員及び編入学年次等

学部 学科 専攻 編入学年次 募集人員

現代社会学部 現代社会学科
社会学専攻

２年次または３年次 若干名

社会福祉学専攻

経営法学部 経営法学科

工学部

知能情報システム学科

建築環境学科

臨床工学科

〔注意〕
編入学時の単位認定の結果、本学の１・２年次配当科目で必修もしくは資格取得にかかわる科目の単位が認定されなかった
場合は、規定の修業年限を超えて在学することがあります。（※P11記載の「授業料等特別措置制度」参照）
いずれの学科も出願に際しては志望学科との事前相談をすることができます。希望する方はアドミッションセンター入試・広報課
に連絡してください。

２．出願資格
　　　　 次のいずれかに該当する方

【一般編入】

（１）対象学科：現代社会学科（※1） ・経営法学科・知能情報システム学科・建築環境学科・臨床工学科（※2） 

出願資格Ⅰ

３年次編入

次のうち、いずれかの資格を満たす方
①大学を卒業した方又は2027年３月までに卒業見込みの方。

（学位授与機構から学士の称号を授与された方、又は2027年３月までに授与される見込みの方を含
む。）
②本学以外の大学に休学期間を除いて2年以上在学し、62単位以上を修得した方。（退学者及び
2027年3月に修得見込みの方を含む。）
③短期大学を卒業した方、又は2027年３月までに卒業見込みの方。
④高等専門学校を卒業した方、又は2027年3月までに卒業見込みの方。
⑤専修学校の専門課程（修業年限が2年以上で、且つ総授業時間が1,700時間以上又は62単位以
上の課程）を修了した方、又は2027年3月までに修了見込みの方。
⑥高等学校の専攻科の課程（修業年限が2年以上で、且つその他の文部科学大臣の定める基準を満
たす者に限る）を修了した方、又は2027年3月までに修了見込みの方。

２年次編入

次のうち、いずれかの資格を満たす方
①上記３年編入資格の①から⑥を満たす方。
②本学以外の大学に休学期間を除いて1年以上在学（見込みの者を含む）し、30単位以上を修得し
ている方。（退学者及び2027年3月までに修得見込みの方も含む。）

※１　出願資格Ⅱを併せて確認してください。
※２　出願資格Ⅲを併せて確認してください。
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（２）対象学科：現代社会学科

現代社会学科（社会福祉学専攻）を志願する場合は、（１）の出願資格Ⅰに加え、次のうちいずれかの資格を満たす方。
また、社会福祉学専攻の編入学については、社会福祉士または、精神保健福祉士いずれかの受験資格の取得を可能とするもの
とし、両資格の同時取得はできないので、注意してください。

出願資格Ⅱ

（1）社会福祉士受験資格を希望する場合
①社会福祉士及び介護福祉士法第7条における第1号に該当する福祉系大学等において、指定科目を全て履修し、単位
を修得した方で、福祉系大学を卒業した方又は2027年３月までに卒業見込みの方。

（学位授与機構から学士の称号を授与された方、又は2027年３月までに授与される見込みの方を含む。）
②同法第7条における第4号に該当する福祉系短大（3年）において、指定科目を全て履修し、単位を修得した方で、
福祉系短大等を卒業した方、又は2027年３月までに卒業見込みの方。
③同法第7条における第7号に該当する福祉系短大（2年）において、指定科目を全て履修し、単位を修得した方で、
福祉系短大等を卒業した方、又は2027年３月までに卒業見込みの方。

（2）精神保健福祉士受験資格を希望する場合
①精神保健福祉士法第7条における第1号に該当する保健福祉系大学等において、指定科目全てを履修し、単位を修得
した方で、保健福祉系大学を卒業した方又は2027年３月までに卒業見込みの方。

（学位授与機構から学士の称号を授与された方、又は2027年３月までに授与される見込みの方を含む。）
②同法第7条における第4号に該当する保健福祉系短大（3年）において、指定科目を全て履修し、単位を修得した方で、
保健福祉系短大等を卒業した方、又は2027年３月までに卒業見込みの方。
③同法第7条における第7号に該当する保健福祉系短大（2年）において、指定科目を全て履修し、単位を修得した方で、
保健福祉系短大等を卒業した方、又は2027年３月までに卒業見込みの方。

（３）対象学科：臨床工学科

・工学部臨床工学科を志願し、入学後に臨床工学技士の国家試験受験資格を希望する場合は、（１）の出願資格Ⅰに加え、次の出
資格Ⅲを満たす方。

留意事項：臨床工学技士受験資格の指定科目及びその内容については、入学後に指定規則に基づく単位の読み替えをするため、
出願時の既修得単位が 62 単位以上であっても、事前相談の結果によっては2年次編入となる場合があります。　　
また、同理由により、理工学系学部や医療系学部等の関連科目を有する大学等に在学歴のある方が望ましい。

出願資格Ⅲ
①出願期間1 ヵ月前までにアドミッションセンター入試・広報課に事前相談の予約をし、事前相談できる方。且つ、事
前相談までに、修得単位状況が記載された単位修得証明書または成績証明書、及び修得（修得見込みも含む）科目の
シラバス（授業概要）写し一式を準備できる方。

【 指定校編入 】

現代社会学科（社会学専攻）・経営法学科・知能情報システム学科・建築環境学科・臨床工学科
（１）一般編入の出願資格Ⅰ ①～⑥のいずれかに該当する者で本学の指定校に在籍し、且つ在籍学校長が推薦する方
（２）本学を専願する方

現代社会学科（社会福祉学専攻）
（１）社会福祉学専攻一般編入の出願資格Ⅱ （１）・（２）に該当する者で本学の指定校に在籍し、在籍学校長が推薦する方
（２）本学を専願する方

上記出願資格のうち、外国人または外国の学校を卒業（修了）または卒業（修了）見込みの方は、全学
科専攻出願資格審査が必要となりますので、下記期日までに本学アドミッションセンター入試・広報課に
ご相談ください。

［ 指定校編入・一般編入Ⅰ期 ］　 ２０２6年８月７日（金）まで
［ 　　一 般 編 入  Ⅱ 期　　 ］ 　２０２６年１２月４日（金）まで
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３．選抜方法

一般編入及び指定校編入

学部 学科 専攻 選抜方法

現代社会学部 現代社会学科
社会学専攻

面接（20分程度）による総合評価

社会福祉学専攻

経営法学部 経営法学科

工学部

知能情報システム学科

建築環境学科

臨床工学科

４．入試日程

入試区分（期別） 指定校編入　／　一般編入（Ⅰ期） 一般編入（ⅠI 期）

出願期間 2026年10月29日（木）～ 11月5日（木）
※最終日消印有効

2027年2月17日（水）～ 2月24日（水）
※最終日消印有効

試験日 2026年11月14日（土） 2027年3月4日（木）

合格発表日 2026年12月1日（火）　13：00 2027年3月11日（木）　13：00

入学手続期間 2026年12月1日（火）～ 12月17日（木） 2027年3月11日（木）～ 3月23日（火）

５．試験科目・時間割

一般編入及び指定校編入

　　９：45までに面接室に入室してください。

学部 学科 専攻 選抜方法

現代社会学部 現代社会学科
社会学専攻

10：00〜　面接

社会福祉学専攻

経営法学部 経営法学科

工学部

知能情報システム学科

建築環境学科

臨床工学科

６．試験場

東北文化学園大学（仙台市青葉区国見6丁目45－1）
（11ページの試験場案内を参照してください。）

７．合格発表

（１）合否結果を本学ホームページから確認してください。
① 東北文化学園大学ホームページにアクセス。https://www.tbgu.ac.jp/
② 入試情報ページからPost@netにログイン。
③ 東北文化学園大学ページの合否発表ボタンをクリックすると合否を確認できます。
　※合否の掲載期間は合否発表日から入学手続期間の最終日までです。

（２）合格通知書はホームページからダウンロードしてください（郵送はいたしません）。
（３）電話やメールによる合否の問い合わせは一切受け付けておりません。
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８．入学手続き

（１）入学手続期間内に入学時納付金（注）を本学指定口座に納入してください。
（２）入学手続期間に手続きをしなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱います。
（３）納入した入学金は、いかなる理由があっても返還しません。
（４）入学手続完了者が、２０２７年３月31日（水）17：00までに入学辞退を申し出た場合は、入学金を除いた授業料、施設設備

費、実験実習費等を返還します。　　

（注）：９〜10ページ「 入学時納付金 」参照

９．出願書類等

出願に必要な各種所定様式は、本学ホームページより印刷の上、提出してください。
また、郵送の際は本学所定表紙を印刷し、出願用封筒（角形２号封筒）に貼り付け出願書類を封入してください。必ず
「速達簡易書留」（郵便局窓口）で送付してください。

■入学志願書（書式 編－1）
・志願者の連絡先については、本学からの連絡、通知が確実に受信できる住所、自宅等の固定電話及び志願者本人の携帯電話
等の電話番号（どちらか一つしかない場合は、片方のみの記入で構いません。）を記入してください。
・入学志願書（写真添付欄①）に貼る写真（縦４㎝×横３㎝）は、出願前３ヶ月以内に撮影したもので、写真票と同一の写真とし
ます。写真の裏面には、志望学科・専攻名及び氏名を記入してください。
■受験票及び写真票（書式 編－2）
・写真票（写真添付欄②）に貼る写真（縦４㎝×横３㎝）は、出願前３ヶ月以内に撮影したもので、入学志願書と同一の写真とし
ます。写真の裏面には、志望学科・専攻名及び氏名を記入してください。
■受験票送付用封筒（本学所定表紙を長形３号封筒に貼付）（書式 編－3）
・本学所定表紙を印刷し、確実に受信できる郵便番号、住所及び氏名を記入してください。また、410円分（定形郵便速達）の切
手も貼付してください。
■卒業（修了）証明書、または卒業（修了）見込証明書
・出願資格（４）～（６）該当以外の者は、出身学校長が証明し、厳封したものを提出してください。
■在籍証明書または退学証明書
・大学を退学したの者は、在籍証明書または退学証明書を提出してください。
■単位修得見込証明書（書式 編－4）
・出願時に在学中の者は、成績証明書とともに在学履修中（単位修得見込）の科目について証明し、厳封したものを提出してくだ
さい。なお、該当する科目がない場合でも授業科目欄に「該当なし」と記載して提出してください。
■成績証明書
・出願資格（５）、（６）該当以外の者は、出身学校長が証明し、厳封したものを提出してください。
■専修学校専門課程・高等学校専攻科修了・単位修得等証明書（書式 編－5）
・出願資格（５）、（６）に該当する者は、出身学校長が証明し、厳封したものを提出してください。
■志望理由書（書式 編－6）
・本人が自筆で記入してください。
■入学検定料 30,000円
・郵便局に備えてある「払込取扱票」にて次の口座へ振込み、振込証明書（コピーでも構いません）を入学志願書に添付してくだ
さい。

口座記号番号 02270-2-68657

加入者名 東北文化学園大学
・納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。
但し、次の場合は入学検定料の返還請求ができます。
①入学検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類を提出しなかった）又は出願が受理されなかった場合 ※出願が受理されてい
る場合、受験しなくても入学検定料は返還しません。

②入学検定料を二重に振り込んだ場合
■推薦書（書式 編－7）
・指定校編入による出願者のみ提出してください。学校長が作成し、厳封したものとします。
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■出願にあたっての注意
１．出願書類は、黒インク（ボールペンも可）で正確に記入してください。
２．訂正する際は二重線を用い、修正液などは使用しないでください。
３．出願書類が全て揃っていない場合は、受付が完了しませんので、提出前に十分確認してください。
４．証明書に関しては、出願前３ヶ月以内に発行されたものを提出してください。
５．出願書類受付後は、原則記載事項の変更は認めませんが、氏名、住所及び電話番号に変更があった場合には、本学アドミッ
ションセンター入試・広報課（TEL022-233-3374）まで連絡してください。

６．受験票は、本人宛に送付しますが、試験日の３日前までに受験票が届かない場合は、本学アドミッションセンター入試・広報
課に問い合わせください。

７．受験票送付時に、「受験者心得」を送付します。
８．入学許可後、出願書類に事実と異なる内容が判明した場合は、入学を取り消すことがあります。
９．提出された出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。
１０．社会福祉学専攻への出願者について、社会福祉士または精神保健福祉士の受験資格取得の要件を確認するため、追加で
の書類提出を求める場合があります。

1０．受験上及び修学上の配慮について

病気・負傷及び障がいにより、受験または入学に際して配慮が必要な方は、出願期日の１ヶ月前までアドミッションセンター入試・
広報課へ連絡してください。申請の内容によっては、出願前に事前相談が必要となります。

1１．既修得単位認定等

編入学者が出身学校で修得した既修得単位の認定については、入学後に所属学部学科の規程に基づき、３年次編入は『62単位
を上限』、２年次編入は『30単位を上限』として認定します｡
※出身学校の履修記録（履修科目がわかる資料）及びシラバス（授業概要）等を参考に行います。
※編入生に対しては、認定された既修得単位をもとに、入学後に各学科で卒業までの履修指導を行います。

● 受験上の注意

１．試験当日は、「受験票」を持参し、試験場に入場する際に受付に提示してください。
　 なお、試験当日に受験票を持参しなかった場合は、受付に申し出てください。

２．面接控室には試験開始の15分前までに入室してください。

３．携帯電話やスマートフォン、スマートウォッチ等のウェアラブル端末を含む電子機器類は、試験室に入る前に電源を切ってください。

４．遅刻した場合は、受付に申し出てください。試験開始後20分までの遅刻者には受験を認めます。

５．学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（新型コロナウイルス・インフルエンザ・結核・はしかなど）に罹患し、治癒して
いない場合は、他の受験者や監督者などへの感染の恐れがあるため受験できません。

６．不正行為について
次のことをすると不正行為となることがあります。不正行為となった場合は、失格とします。
（１）試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
（２）試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
（３）その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

７．その他
（１）駐車場がありませんので公共交通機関を利用してください。
（２）試験当日、悪天候や事故などにより公共交通機関に乱れが生じた場合でも、まず試験場へ向かってください。試験開始時刻を

繰り下げる場合がありますので、試験場到着後、受付の指示に従ってください。
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● 学納金（３年次編入の場合）
入学時納付金 　（ 下表中の❶及び❷の合計金額が入学時納付金となります。）

学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科
経営法学科 知能情報システム学科

建築環境学科 臨床工学科
専攻 社会学専攻 社会福祉学専攻
合計

（ ❶ ＋ ❷ ） 822,430円 867,430円 821,430円 992,430円 1,042,750円

※　上記合計金額は３年次編入の場合の金額です。
　　また、記載の学生保険料は２０２６年度実績であるため、変更する場合があります。

【内訳】
（１）学納金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科
経営法学科 知能情報システム学科

建築環境学科 臨床工学科
専攻 社会学専攻 社会福祉学専攻

納入項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

３
年
次

入学金 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000

授業料 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 475,000 475,000 475,000 475,000

施設設備費 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 150,000 150,000

実験実習費 45,000
※1

45,000
※1 125,000 125,000 150,000 150,000

教育充実費 50,000 50,000 50,000 50,000 49,000 49,000

合　計 795,000
❶ 555,000 840,000

❶ 600,000 794,000
❶ 554,000 965,000

❶ 725,000 1,015,000
❶ 775,000

４
年
次

授業料 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 475,000 475,000 475,000 475,000

施設設備費 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 150,000 150,000

実験実習費 45,000
※1

45,000
※1 125,000 125,000 150,000 150,000

教育充実費 50,000 50,000 50,000 50,000 49,000 49,000

合　計 555,000 555,000 600,000 600,000 554,000 554,000 725,000 725,000 775,000 775,000

総計 2,460,000 2,640,000 2,456,000 3,140,000 3,340,000

※１ 現代社会学科の実験実習費には、学外実習時の実習指導料、宿泊費、交通補助費及び実習着費用が含まれています。

（２）入学時納付諸費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科 経営法学科 知能情報システム学科
建築環境学科 臨床工学科

学友会費　※２
（年会費） 10,000 10,000 10,000 10,000

学生保険料※３
（２ヶ年分） 2,430 2,430 2,430 2,750

同窓会費※４
（終身会費） 15,000 15,000 15,000 15,000

合計 27,430　❷ 27,430　❷ 27,430　❷ 27,750　❷

　　※　入学時納付金諸費についての詳細は11ページをご覧ください。
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● 学納金（２年次編入の場合）
入学時納付金 　（ 下表中の❶及び❷の合計金額が入学時納付金となります。）

学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科
経営法学科 知能情報システム学科

建築環境学科 臨床工学科
専攻 社会学専攻 社会福祉学専攻
合計

（ ❶ ＋ ❷ ） 823,620円 868,620円 822,620円 993,620円 1,044,100円

※　上記合計金額は２年次編入の場合の金額です。
　　また、記載の学生保険料は２０２６年度実績であるため、変更する場合があります。

【内訳】
（１）学納金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科
経営法学科 知能情報システム学科

建築環境学科 臨床工学科
専攻 社会学専攻 社会福祉学専攻

納入項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

２
年
次

入学金 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000

授業料 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 475,000 475,000 475,000 475,000

施設設備費 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 150,000 150,000

実験実習費 45,000
※１

45,000
※１ 125,000 125,000 150,000 150,000

教育充実費 50,000 50,000 50,000 50,000 49,000 49,000

合　計 795,000
❶ 555,000 840,000

❶ 600,000 794,000
❶ 554,000 965,000

❶ 725,000 1,015,000
❶ 775,000

３
年
次

授業料 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 475,000 475,000 475,000 475,000

施設設備費 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 150,000 150,000

実験実習費 45,000
※１

45,000
※１ 125,000 125,000 150,000 150,000

教育充実費 50,000 50,000 50,000 50,000 49,000 49,000

合　計 555,000 555,000 600,000 600,000 554,000 554,000 725,000 725,000 775,000 775,000

４
年
次

授業料 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 380,000 475,000 475,000 475,000 475,000

施設設備費 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 125,000 150,000 150,000

実験実習費 45,000
※１

45,000
※１ 125,000 125,000 150,000 150,000

教育充実費 50,000 50,000 50,000 50,000 49,000 49,000

合　計 555,000 555,000 600,000 600,000 554,000 554,000 725,000 725,000 775,000 775,000

総計 3,570,000 3,840,000 3,564,000 4,590,000 4,890,000

※１ 現代社会学科・臨床工学科の実験実習費には、学外実習時の実習指導料、宿泊費、交通補助費及び実習着費用が含まれて
います。

（２）入学時納付諸費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
学部 現代社会学部 経営法学部 工学部

学科 現代社会学科 経営法学科 知能情報システム学科
建築環境学科 臨床工学科

学友会費　※２
（年会費） 10,000 10,000 10,000 10,000

学生保険料※３
（３ヶ年分） 3,620 3,620 3,620 4,100

同窓会費※４
（終身会費） 15,000 15,000 15,000 15,000

合計 28,620　❷ 28,620　❷ 28,620　❷ 29,100　❷

　　※　入学時納付金諸費についての詳細は11ページをご覧ください。
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入学時納付諸費の詳細について

※２ 学友会費 ：入学と同時に全員が東北文化学園大学学友会正会員となります。年会費制度となっており、学生による各種課外
活動、卒業アルバム作成、学園祭企画、学生リーダー会運営等、正課外の学生主体行事及び活動に用いられます。

※３ 学生保険料：学生教育研究災害傷害保険（通学特約、付帯賠責付き） ◇略称：「学研災」学研災は、学生の教育研究活動
中の不慮の災害・事故及び課外活動中や通学途中の事故等、学校管理下におけるケガや事故を補償する保険です。全員の加
入を義務づけています。

＊学外を含む学生生活全般を24時間補償する「学生生活総合保険」（任意加入）は別途ご案内します。なお、記載した学生保
険料は、２０２６年度入学生の金額であり、改定される場合があります。

※４ 同窓会費 ：入学と同時に学生会員として全員入会していただきます。（終身会員費のため、追加徴収はありません。）

＊ 入学時納付諸費に関する問い合わせ先：大学事務局 学生部学生課（電話 022-233-6116）

● 授業料等特別措置制度について
本学では、規定の修業年限を越えて、在学する場合（２年次編入の場合は３年、３年次編入の場合は２年を超えて在学する
場合）、「東北文化学園大学授業料等特別措置制度」による授業料等軽減の申請をすることができます。

● 試験場案内
試験場：東北文化学園大学
宮城県仙台市青葉区国見6丁目45-1

・ ＪＲ利用の場合（仙台駅乗車）　ＪＲ仙山線「国見」駅下車、徒歩1分。
　　（所要時間約14分、料金210円。快速電車も利用できます。）

・ 仙台市営バス利用の場合（仙台駅前乗車）　仙台駅前・西口バスターミナル（13番のりば）から
　　「南吉成・国見ヶ丘一丁目」または「南吉成・中山台・実沢（営）」に乗車。
　　「国見駅入口」下車、徒歩すぐ。
　　（所要時間約30分、料金300円。） 

● 東北文化学園大学入学金免除制度について
（１）兄弟姉妹等優遇制度
   （本制度の利用対象者には、入学後に免除金額を返還します）
　 東北文化学園大学に入学する者の兄弟姉妹又は父母が、東北文化学園大学または旧設置校（※）の卒業生である場合、入
学金の半額を免除します。また、2027年4月時点で兄弟姉妹又は父母が東北文化学園大学に在学している場合には入学
金の全額を免除します。なお、兄弟姉妹又は父母が同時に入学する場合も免除の対象となります。同時入学の場合は申請
書類が異なりますので、アドミッションセンター入試・広報課まで問い合わせてください。

（２）姉妹校優遇制度
    （出願書類と併せて出願期間内に本制度の申請した場合は、合格後、入学時納付金から入学金が免除されます）
	 学校法人東北文化学園大学が設置する学校（旧設置校を含む）の卒業生等が、東北文化学園大学に入学する場合に入学
金を全額免除します。

※【旧設置校】
　　東北文化学園専門学校、宮城デザイン専門学校、東北工科美術専門学校、東北医療専門学校、東北商科専門学校、東北
工科情報専門学校、東北情報工学専門学校、東北医療福祉専門学校、東北科学技術短期大学、アレン短期大学、アレン国
際短期大学

■ 申請方法
2027年3月31日(水)までに、大学ホームページより該当する申請書をダウンロードし、提出してください。

＊出願書類と併せて出願期間内に申請することも可能です。
注）婚姻等により、卒業後に改姓された方は、改正理由書（書式自由）とそれを証明する戸籍抄本等を添付してください。

■申請書の提出後、学内審査し、結果を申請者に通知します。

■問い合わせ先
東北文化学園大学　アドミッションセンター　入試・広報課（電話022-233-3374）



■ 入学試験についての問合せ

東北文化学園大学 アドミッションセンター 入試・広報課
〒981-8551 宮城県仙台市青葉区国見６丁目４５－１
ＴＥＬ ０２２－２３３－３３７４
https://www.tbgu.ac.jp/
E-mail ／ nyugaku@office.tbgu.ac.jp

■ 個人情報の取り扱いについて
受験者の皆さんから提供された住所、氏名等の個人情報は厳重に管理し、入学試験の出願から実施及び合格発表、学籍に関する入学手続
作業並びに本学在学中の教育及び学生指導上必要であると大学が判断した場合に利用します。
特段の事情がない限り、本人の承諾なく第三者に開示提供することはありません。
ただし、指定校編入においては指導上の配慮を鑑み、出身校に結果を通知させていただきます。

発行日：2026 年６月


